
20211年度 事業報告書

盤農鯉当壁国壁ム_Δ山壁割堕濃聾二え生

1 事業の計画

1)親子自然体験事業 (子どもゆめ基金助成)
①受益者人数日標
延べ参加者数 2000名/89回 (前年度2326名/110回 )
実績     1315名 /譴回 こども10人以上→ 8.4人 火 。金曜を中心に大幅未達
⇒2022年度は火曜開催を中止。7月から土曜2回開催。
各回のこども参加者数10人以上を目標として、広報活動等を行う。
⇒4月実績こども(おとな15(9)+9(6)+4(5)+13(8)+15(6)+17(23)=総 数130こども12.3人/回21人/回

②新型コロナウイルス感染症等対策
新型コロナウイルス感染症が拡大している時期の開催については、助成団体および開催場所

(市立公園等)の指導に従い、実施判断する。感染防止ガイドラインは最新の情報を得ながら
都度更新することを目標とした。
実績としては5月のみ緊急事態宣言で中止、それ以外は予定通り実施できた。

③重大事故目標ゼロ件
病院搬送を伴う事故をゼロとする。
・事故発生時、事故にあつた参加者のケアを担当するスタツフ 1名、事故対応の現場指揮に当
たるスタッフ2名の体制を取れるよう、少なくとも3名のスタッフ体制を取る。
。原則として、スタッフが自身のこどもを同伴する場合は 1名までとするとともに、スタッフ
のこどもを含めて、こども 5名あたリスタッフ 1名の体制を確保する。
。スタッフが不足し上記の体制を取れない時は、参加者人数を制限する、又は無理せず中止と
する運営を徹底する。
。参加者のコンディションや活動におけるヒヤリ八ットなど参加者との積極的な情報共有に取

り組む。
→病院搬送を伴う事故をゼロ 達成

④自然体験および異年齢活動の充実
異年齢交流の活発化、参加者の利便性の向上、担任となるスタッフの負担軽減等のため、クラ
ス制度を廃止し、異年齢クラスとする。
各回を担当するリーダーはスタッフの輪番として負担が集中しないよう配慮するとともに、そ
れぞれのスタッフのスキル向上のための研修等を実施し、より良いプログラムの開発・運営に

取り組む。特に、乳児期からの継続参加者の成長や小学生の兄弟の参加も増えて、遊びの質が

変化しているため、成長段階に即したプログラム作りに取り組む。
担任制の長所だつた新規参加者等への個別フォローについては、各参加者の情報を共有しつ
つ、フォローに当たるスタツフを都度配置する。
→リーダー輪番、自然 。心理・救急スタッフ研修実施 親子見守り会月1回の定期開催スタート

2)森のとしよかん事業 (子どもゆめ基金助成)

①受益者人数日標
延べ参加者数 60名2回 →実績 

“

名/5回

各回のこども参加者数15人以上を目標として、広報活動等を行う (詳細は4)③参照)。
→実績 受益者数未達
⇒ 当初釜の淵公園で開催予定を、5月コロナ緊急事態宣言により駐車場閉鎖 (わかくさ公
園含む)のため、影響を受けづらい風の子太陽の子広場で実施。12-2月 は寒く、
新規参加者は初めてくる方が多く、迷つたりしていたようす
⇒2022年度継続、来やすさ優先で、市街地にあるわかくさ公園で試行する。



②新型コロナウイルス感染症等対策
新型コロナウイルス感染症が拡大している時期の開催については、助成団体および開催場所
(市立公園等)の指導に従い、実施判断する。感染防止ガイドラインは最新の情報を得ながら
都度更新する。
→5月は緊急事態宣言の為延期したが、9月以降予定通り実施できた。

③自然の中で遊ぶ、間回の広い場づくり
自然体験よりも参加しやすい場づくりとして、自然と一緒に絵本を楽しむ場「森のとしよかん」を試行
する。参加費は無料とし、経費は全額助成とする。かぷかぷの通常の活動でも毎回2冊ほど絵本を読ん
でいてよい時間となつているため。かぶかぶの活動の中でよかつた自然に関する本を中心に、わらベラ
たや工作も楽しみながら、森での時間を過ごす体験をしてもらう。静かにしていなければならない室内
の図書館とは違い、森での読書の時間は、寝転がつても、おしやべりしながらでも、のびのびと絵本と
向き合う時間を楽しめる。泣いたり、大きな声を出したり動き回つたりしがちな乳幼児の親子でも、ほ
かの人に遠慮することなく、ゆつたりとたくさんの絵本と過ごす時間を楽しむことで、絵本と一緒に、

自然も好きになつてもらうきつかけにしたい。9月、11月開催予定。
→12月 。1月・3月 にも追加開催した。普段の体験活動だと参加しない友人同士のグループ参加
が散見された。

3)ふたご・きょうだい専任サポート制度事業 (真如苑多摩地域市
受益者人数日標 延べ参加者数 36家族
親子自然活動では、原則としてこどもの見守りは親が行うこととしているが、1親一人で見守りが難しい
ふたご。きょうだいでの参加者に対し、スタッフが専任でサポートする制度を開始する。本制度を担当
するボランティアスタッフを育成し、ふたごやきょうだいと親ひとりの参加時の活動時に、野外活動を
サポートし、積極的なコミュニケーションを担う。9月運用開始予定。
→実績 13家族(うち無償ボランティアによる実施6組)
サポーター制度については、想定利用者は保護者複数での参加が多くコロナの影響もあり予想より利用
者が少なかつたこと、利用の際の金銭負担、サポーターとの相性による心理的負担などから、利用が伸
びなかつた。
→サポーター制度は、少数ながらも来年度も利用要望があることから、制度は継続し、利用者負担の軽
減に向けた環境を整備

4)年会員コミュニティ運営事業
参加者間のコミュニケーションの活発化・深化を目的として、下記4つの取り組みを行うことで、自然
の中で親子が健やかに育ちあえるコミュニティを育てる。
受益者人数日標 延べ参加者数 3∞名
。かぶかぶむらアウトドア部・てしごと部での課外活動の推進 (昆虫採集・飼育、草木染など自然や
てしごとに関係する参加者の自発的な活動・情報発信を行うオンライン活動、イベント開催の企画・サ
ポート)
・はたけのおしゃべりひろば (年 10回開催、活動拠点の畑における晨作業とおしゃべりを中心とした
会員交流と子育て相談の場)
。かぷかぶむらキャンプ (キヤンプでの参加者間の交流と3)の制度への活動原資へのチャリティ実
施)
・夜カフェ (年 10回開催、ゎomを用いた、こども寝かしつけ後の夜時間での会員交流と子育て相談・
育児に関する学び合いの場)

実績 受益者数 300名→309名 で達成。
マルシェ・はたけ (兼フードバントリー)・ キヤンプは継続、
夜カフェは定期開催は終了。
・かぷかぶむらアウトドア部・てしごと部での課外活動の推進
てしごとマルシェ 72名 DⅣ柵ワークショップ 33名
・はたけのおしゃべりひろば 100名→51組 118名 (15回 )
・かぶかぶむらキャンプ (サポート活動原資ヘチヤリティ含む)
→斜名寄付18∞0円



・夜カフェ 100名⇒2名 (12回)生活リズム違いで伸び悩み

5)団体運営
①スタッフ研修・体制強化
自然体験、乳幼児・保護者の心のケア、地域活動などの専門家による研修を実施し、スキルを高め、親
子自然体験プログラム、コミュニティ運営にに反映していく。青梅さとやま産後ケア事業について、
202年度以降スタッフ体制も含めて検討していく。
・スタッフ研修 :自然体験研修・臨床心理士研修 (2回)・ 救急救命請習
自己認知・対話、自然観察、野外活動支援スキルが向上した
。体制強化
親子自然体験活動のリーダーを輸番制度に変更。スタッフ・ボランティア増加。

ミッションビジョンの再策定を検討 (2022年度にかけて)
。社会起業塾参加 :
団体の存在意義、中長期の軸を改めて確認・支援者増 (新理事・監事)
課題 :負担感は個々に異なり、1名が3月 に体調不良で急なお休みヘ
⇒事務作業は事務局中心かつ分散できるところはする
→子育て当事者のためスタッフ代理は毎回確保
(そのためにOBOGを含めて協力者増の取り組み、新規でボランティア養成へ)

②財政基盤強化

助成以外の収入を確保し、用途を限定しない活動原資を得ていくため、活動に対する寄付を得やすくな

る仕組みとしてサポーター制度の検討と運営に取り組む。支援者候補に対して営業活動を実施していく

とともに、支援者管理システムの導入に向けた研修などを受講し、体制を整備する。
・寄付フォーム・システムを検討

③広報
ウェブ広報については、現在運営側による発信が主な内容となつているため、参加者へのインタビュー

などを通じて、参加者の生の声を掲載していくなど、活動に共感を抱いてもらえる潜在者へのアプロー

チを強化する。近距離は地域連携を中心として、広報活動に力を入れていく。 (写真は2019/4-2舵 1月の

ホームページ流入者数とアクセス数の変遷)

まず参加者アンケート定期実施を開始 (秋～)。 持ち物のことなど、普段の活動だけでは確認できない

参加者さんの気持ちや様子を知ることができた。

④地域との連携
「青梅こども関連MЮ協議会」にて、2021年度は副会長として、広報誌の発行事業の市民協働事業提案
や、青梅こどもふれあいフェスタの運営など、地域でのこどもの居場所、健全育成に寄与する事業に団

体の一員として共に取り組んでいく。

「青梅こども関連NPO協議会」は市長提言に向けて。フェスタの運営参加。
「自然とともに子どもの育ちを見守る場」トークセッションを青梅幼稚園・梨の木保育園・ころりん村

幼児園とともに開催。子ども劇場西多摩さんやどろんこの森さんにも展示参加していただいた。参加者
100名超。



2 事業の実施に関する事項
1

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

親子自然体験
事業
(山のようち
えん事業)

青梅の公園や私有地で季節
の自然と暮らしに親しむ0
歳からの親子自然体験活動

2021年 青梅市の
こども
718名

おとな

583

/89回

4月～ 自然公園 ７

・

未就学児
2022年 および私 親子 2,019

火・隔水・金 。第3土曜 年間89回
開催 (長期休みは火・水はお休み) 3月 有地

子どもゆめ基金助成 91万円

親子自然体験
事業
(森のとしよ
かん事業)

2021年

9月・

11月

青梅市の
自然公園
および私
有地

3
未就学児

“

名
ん回親子 132

年2回開催

事業
(ふたご 。

きょうだい専
任サポート制
度事業)

ヽ
2021年 青梅市の

9月～ 自然公園
3
未就学児 名

掴
３９
■

115
2022年 および私 親子

真如苑多摩地域市民活動助成
15万円

明

親子自然体験

事業

(親子会員コ

ミュニティ運

営事業 )

自然の中で親子が健やかに育ち

あえるコミュニティの運営

エ

2021年

6月～

2022年

3月

青梅市の

自然公園
および私
有地

ｎ
Ｊ
未就学児
親子

309名
21回 1,519



法人名: 特定非営利活動法人かぶかぶ山のようちえん

活勁赴重豊
2021年 4月 1 日 から 2022年 3月 31 日 まで

(単位 :円 )

55,000

2,041,197

64,875

1.283,900

2,096,197

1,283,900

64,875

1,4∫)0,000

1,490,000

1,577,860

61,467

6,418

384,509

16,500

10,000

20,000

100

1,000

217,835

2,295,689

14ら ,681

145,684

60,992

100,000

66,940

46,000

600

4,435

278,967

3,785,689

424,651

3,4214,973

4,210,340

△ 765,367

1,529,891

I経常収益

1.受取会費

正会員受取会費

親 r会員受取会費

2.受取寄附金

受取寄附金

3.受取助成金等

受取民間助成金

4。 その他収益

受取利息

経常収益計

II経常費用

1.事業費

(1)人件費

役員報酬

人件費計

(2)その他経費

謝金

印刷製本費

通信運搬費

消耗品費

地代家賃

諸会費

研修費

支払手数料

雑費

事業支出(おやつ費)

その他経費計

事業費計

2.管理費

(1)人件費

法定福利費

人件費計

(2)その他経費

通信lt営搬費

修繕費

保険料

諸会費

租税公課

支払手数料

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額 764,524

科  目 金  額



法人名: 特定非営利活動法人かぶかぶ山のようちえん

貸畳量照羞
2022年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

969,513

201,774

1,171,287

ｎ

ｖ

238,613

9,826

158,324

406,763

ｎ

Ｖ

1,529,891

△ 765,367

406,763

764,524

1,171,287

I資産の部
1.流動資産
現金預金

未収金

流動資産合計

2.固定資産
固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債
未払金

預り金

役員借人金

流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

科  目 金  額



盟盗諸圭Ω≧記

1.重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1) 棚卸資産の評価方法

該当する資産はありません。

(2) 固定資産の減価償却の方法

20万円以上の資産は固定資産として計 Lします。

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

(3) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。



法人名 : 特定非営利活動法人かぶかぶ山のようちえん

量産且量
2022年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

1,171,287

ｎ

ｖ

406,763

ｎ

Ｖ

1,171,287

406,763

764,524

I資産の部
1.流動資産
現金預金

ゆうちょ

みずほ(法人)(API)

流動資産合計

2.固定資産
固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債
未払金

役員報酬 (3月 分)

事業支出(消耗品。印刷費等立替分)

事業支出(おやつ立替3月 分)

預り金

源泉所得税

役員借入金

理事 1名

流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計

正味財産

9,826

158,324

929,438

40,075

111,040

92,807

34,766

科 目 金  額



書式第 18号 (法第 28条関係)

年度年間役員名簿

事業報告用

(前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所
並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名

簿)

盤定土堂型壼ユ法人企墨 山のようちえん

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏名

理 事

カワサキヨシヤス
缶

川崎由保

つ

“ 理 事

サカタタ
゛
イスケ

缶

坂田大輔

理 事

ミヤカ
゛
ワマキヨ

征

宮川真樹子

４

ム 理 事

オカ
゛
ワカナエ

有 代表理事
小川佳那恵

Ｆ
Ｄ 理 事

オカ
゛
ワサトシ

缶

小川聡志

′
０ 監事

ナカヨクタカノリ
缶

中能孝則



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人かぷかぷ山のようちえん

氏   名

小川 佳那恵

2

神戸 留美

3

官川 真樹子

4

中能 孝則

5

坂田大輔

6

小川 聡志

7

杉 盛明

8

杉 恵美子

9

安井万寿美

10

川崎由保

11



特定非営利活動法人

理事長

監査報告書

かぶかぶ山のようちえん

小川 佳那葱 殿

令和  4年  5月 20日

税理士法人 小澤会計事務所
代表社員税理士 小澤

私は、特定非営利活動法人かぷかぶ山のようちえんの令和 3会計年度 (令和

3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで)の 2021年度事業報告書、2022年

度事業計画書、財務諸表の注記、活動計算書、貸借対照表及び財産目録につい

て決算監査を行いました。

監査の結果、上記の書類が、NPO法人会計基準に準拠しており、特定非営利

活動法人かぶかぶ山のようちえんの令和 3会計年度の収支及び事業活動の状況

並びに同会計年度末日現在の財政状態をすべての重要な点においていずれも適

正に表示されかつ正確であることを認めます。

以上のとおり、報告します。


